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サナルディ氏曰く「世界のクライアントはアルゼンチン人デザイナーの仕事ぶりに信頼を置いている」

日本のブランディング企業ブラビス・インターナショナル（専門分野：ブランドコンサルティングとデザイン）ブエノスアイレス

支社代表のセサール・サナルディ氏と当地のパッケージデザインに対する同氏の見解。来る6月11日（木）、同企業がセミ

ナー『ハポン・ディセニャ（日本デザイン）：ブランディングとパッケージデザインの最新トレンド』を開催した。

セサール・サナルディ氏（1980年アルゼンチン生まれ）は、パッケージデザインを専門とするデザイナーで、アートディレクシ

ョン、キャラクタークリエーションも手掛けている。彼のプロとしてのキャリアは日本で始まり、主要なB to Cブランドのデザ

インプロジェクトを手掛けた。現在、ブラビス・インターナショナル社のブエノスアイレス支社代表を務める。

6月11日（木）、同社は日本のデザイン界の主要人物を招き、ブランディングとパッケージデザインに関する無料セミナー（申

し込み要）を開催予定。同氏は自身の仕事に関して、また準備中のセミナーに関してBRANDSの質問に応じてくださった。

幸幸運にも、アルゼンチンには優秀なプロ、高い才能を秘めた人、大胆な発想を持ちながらも成功するデザインを生み出そ

うと地に足を付けてがんばっているクリエイティブな人がいます。だからこそ、世界中のクライアントがアルゼンチン人デザ

イナーを信頼し、プロジェクトを託してくれるのです。

リソースを有する国々の場合、あらゆる種類（使用する素材から製造方法または印刷方法まで）の革新的技術を使ってパ

ッケージを作ることができますが、アルゼンチンにおいてとても大切なことは、既存のリソースを最大限に利用する創造力

です。器用なグラフィック表現 とローカルルール（感情に訴えたり、ウィットを利かせたり）との融合が、成功するアルゼンチ

ンデザインの秘訣だと思います。

今日では、地域の小企業までもが独自のアイデンティティー またはブランドを持つことが重要だと考えていると思います。

『マイクロブランド管理』を驚くほど効率的に生かしているケースもあります。

アルゼンチンの消費者は、色々な面からいまだかなり保守的で、多くの場合、何かを選ぶときには習慣に基づいて決定し

ています。大きな変化はビジネスの失敗につながる可能性があるため、商品自体の変化はとても微妙です。ブランドとパッ

ケージデザインは商品の変化に合わせた変化が要求されます。他社商品と差別化できる明確かつ説得力のあるメッセー

ジの発信に集中することが重要です。もちろん、パッケージに収まっている商品自体が消費者の期待に沿っていることが

大切です。

確固たる一貫性、持続性を持ち、最新の事情に合わせられる十分なフレキシビリティを持ちながら、時には論点をひるが

えすことも必要です。加えて、一貫性のあるキャンペーンをプラスしメッセージを強調すれば、パッケージデザイン自体がブ

ランドになる可能性は大きくなります。

日本のパッケージデザインは、絶え間ない技術革新以外に、常に話題の的でありトレンドセッターです。日本における『ラッ

ピング包装』とは製品を包むだけでなく、包装の中に包装、さらにはその包装の中にも包装があるなど、非常に独特な文

化があります。全国のご当地で、『工芸』として知られている伝統的な工芸品や風呂敷、折り紙といった日本の伝統の影響

を受けたエレガントかつ印象深いデザインを見つけることもできます。また、パッケージデザインにおける技術革新と店頭

での視覚インパクトによる視認性・記憶性の高いデザインも見受けられます。日本のような消費大国では、多くの企業が消

費者の記憶にストックされるためのデザインを追求しています。それは、彼らがパッケージデザインが売り上げを左右する

重要な要素であることを理解しているからです。

今回のセミナーは、ブランディングとパッッケージデザインに関する日本の考え方を直に知るチャンスです。ハイライトとして

は、ブラビス・インターナショナル（専門分野：ブランドコンサルティングとデザイン）の代表取締役であるフミ・ササダ氏が、

数々の成功事例を紹介し、あらゆる種類のB to C商品のデザイン、デザイン手直しのプロセスを振り返ります。また、サント

リーの永田麻美氏は当セミナーにて、非常に有名なウィスキーからビール、コーヒー、ジュースに至るまで、広範囲にわたる

パッケージデザインを紹介します。パナソニックの姫田典子氏は、バッテリー・電池のパッケージに関するグローバルプロジ

ェクトに焦点をあてて講演を行う予定です。


